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世界農業遺産「琵琶湖システム」の魅力を知ってもらうため 

ルートマップを初めて学生さんと作成 しました！ 
 

このたび、琵琶湖博物館では来館者が「琵琶湖システム」に関連するトピックを琵

琶湖博物館の展示から学んでもらえるよう、龍谷大学農学部の学生と共同で館内のル

ートマップを作成しました。 

作成したルートマップは、琵琶湖博物館のホームページで公開します。 

 

★ルートマップについて 

・マップのタイトル「‐湖と人が織りなすものがたり‐琵琶湖システム」 

 マップのタイトルも大学生の皆さんと考えました！ 

・公開時期 令和 6年 3月 22日(金)～ 

・入手方法 琵琶湖博物館 webサイトの下記 URLから閲覧・ダウンロード可能 

  【https://www.biwahaku.jp/exhibition/tool.html】  

  ※印刷物の配布は行いません。各自のパソコン・携帯端末から 

ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階マップ 

資 料 提 供 

（県政・南部同時）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★作成の経緯 

 令和 4 年（2022 年）、国連食糧農業機関（FAO）によって、琵琶湖と共生する滋賀

県の農林水産業「琵琶湖システム」が世界農業遺産に認定されました。この「琵琶湖

システム」の構成要素となっている人々の生業、暮らしや自然環境を知るうえで、琵

琶湖博物館は最適な場所の一つです。 

 ただ、琵琶湖博物館の展示は「琵琶湖システム」の内容に特化した配置をしていま

せん。そこで、琵琶湖システムのことをより深く、理解しやすいかたちで学んでいた

だけるよう、来館者が展示をめぐる際のサポートツールとして、ルートマップ「‐湖

と人が織りなすものがたり‐琵琶湖システム」を作成しました。 

 このルートマップは、2023 年 10 月から開始した琵琶湖博物館と龍谷大学農学部と

の地域連携事業として、食料農業システム学科の嶋田大作准教授の協力のもと作成し

ました。県農政水産部農政課企画・世界農業遺産係の協力のもと、嶋田ゼミの学生た

ちが「琵琶湖システム」について学び、博物館におもむき展示室を丹念に調べながら、

ルートマップで取り上げる展示やコースを練ってもらいました。 

 

お問い合わせ先 
 

ルートマップおよび関連する展示に関すること    滋賀県立琵琶湖博物館 中川 信次 

Tel 077-568-4811    Mail: query@biwahaku.jp 

琵琶湖システムの内容および関連施策に関すること 滋賀県農政水産部農政課企画・世界農業遺産

係 

Tel 077- 528-3825  Mail: ga00@pref.shiga.lg.jp 

１階マップ 


